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脱
炭
素
を
巡
る
制
度
等
近
時

の
動
向

　

脱
炭
素
対
応
は
企
業
規
模
に
関

わ
ら
ず
取
組
む
必
要
の
あ
る
、
国

と
し
て
の
国
際
的
な
公
約
で
あ
る
。

中
小
企
業
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
は
日
本
全
体
の
２
割
弱
を
占
め

て
お
り
、
対
応
の
必
要
性
に
つ
い

て
ま
ず
、
マ
ク
ロ
的
な
状
況
か
ら

解
説
し
た
い
。

　

国
際
会
計
基
準
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）

の
策
定
を
担
う
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
財
団
は
、

２
０
２
１
年
に
国
際
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
基
準
審
議
会
（
以
下
、
Ｉ

Ｓ
Ｓ
Ｂ
）
を
設
立
し
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ

Ｂ
は
既
存
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

情
報
の
開
示
基
準
を
統
一
し
つ
つ
、

国
際
的
に
比
較
可
能
な
情
報
開
示

の
た
め
の
基
準
提
供
を
目
指
す
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
は
、
２
０
２
３
年
の

可
能
な
限
り
早
い
時
期
に
最
終
基

準
を
公
表
す
る
予
定
で
あ
り
、
日

本
で
も
こ
れ
を
踏
ま
え
た
議
論
が

な
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　

中
小
企
業
が
行
う
脱
炭
素
対

応
と
は

⑴　

対
応
の
現
状

　

２
０
２
０
年
10
月
の
２
０
５
０

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言

以
降
、
国
内
の
脱
炭
素
に
向
け
た

動
き
が
加
速
し
、
産
学
官
が
協
力

し
て
目
標
達
成
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　

だ
が
、
中
小
企
業
の
多
く
は
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
つ
い

て
具
体
的
な
方
策
を
検
討
で
き
て

い
な
い
。
財
政
、
情
報
、
人
材
の

制
約
や
、
初
期
コ
ス
ト
が
高
く
対

策
が
取
り
に
く
い
、
そ
も
そ
も
ど

の
よ
う
な
取
組
を
行
え
ば
よ
い
の

か
分
か
ら
な
い
等
の
問
題
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
中
小
企
業
に
よ
る
脱

炭
素
化
の
取
組
み
は
、
自
社
だ
け

で
な
く
、
取
引
先
と
な
る
大
企
業

に
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
原
料

の
調
達
か
ら
製
造
、
流
通
、
使
用
、

そ
し
て
廃
棄
に
至
る
製
品
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
全
体
（
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
）
を
通
じ
た
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
の
責
任
が
、
大
企
業

に
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

た
め
だ
。
大
企
業
が
中
小
企
業
と

協
働
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

の
脱
炭
素
化
を
模
索
す
る
動
き
も

増
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
花
王
は
、

Ｃ
Ｄ
Ｐ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
気
候
変
動
、

水
及
び
森
林
に
つ
い
て
、
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
に
情
報
開
示
を
求
め
て
い

る
。
回
答
結
果
は
花
王
が
独
自
の

視
点
で
ス
コ
ア
リ
ン
グ
し
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
ほ
か
、
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
表
彰
の
評
価
項
目
に
含
め
る
。

⑵　

取
組
み
メ
リ
ッ
ト

　

排
出
量
の
多
い
産
業
や
企
業
は
、

国
際
世
論
や
金
融
機
関
か
ら
厳
し

い
視
線
を
浴
び
る
。
金
融
機
関
か

ら
は
化
石
燃
料
産
業
等
か
ら
の
投

資
撤
退
や
脱
炭
素
化
へ
の
働
き
か

け
と
い
っ
た
動
き
も
出
て
き
て
い

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
が
広
ま

る
中
、
消
費
者
か
ら
も
持
続
可
能

で
は
な
い
事
業
活
動
へ
の
視
線
は

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

脱
炭
素
経
営
は
、
こ
う
し
た
規

1

2

株式会社 クニエ　牧野　明弘／久田　莉々

金融機関ができる
中小企業の脱炭素対応支援

　脱炭素対応は、日本に限らず世界的に注目度が高いが、多くの中小
企業は対応の必要性を感じているものの、殆どが未検討の状況である。
しかし、融資先への貸出基準に脱炭素の取組みを掲げる金融機関が増
えており、またサプライチェーン全体として要請を受ける企業も増え
ている。本稿では、脱炭素支援についてマクロ的動向を採り上げ、金
融取引の現場で必要な取組みを解説する。
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制
や
制
約
等
の
社
会
情
勢
に
対
応

す
る
手
段
と
な
る
こ
と
に
加
え
、

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を
生
み
出
す
。

こ
こ
で
は
、
中
小
企
業
が
脱
炭
素

経
営
に
取
組
む
上
で
の
５
つ
の
メ

リ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
。
脱
炭
素
経

営
を
、
事
業
基
盤
の
強
化
や
新
た

な
事
業
機
会
の
創
出
、
企
業
の
持

続
可
能
性
強
化
の
た
め
の
ツ
ー
ル

と
し
て
認
識
し
、
積
極
的
に
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

①　

優
位
性
の
構
築

　

環
境
意
識
の
高
い
大
企
業
を
中

心
に
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
し
て

排
出
量
の
削
減
を
求
め
る
傾
向
が

強
ま
り
つ
つ
あ
り
、
脱
炭
素
経
営

の
実
践
は
、
こ
う
し
た
大
企
業
へ

の
訴
求
力
向
上
に
繋
が
る
。
Ａ
ｐ

ｐ
ｌ
ｅ
は
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
し

て
再
エ
ネ
電
力
の
使
用
を
求
め
て

お
り
、
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
向
け
の
生
産

を
行
っ
て
い
る
国
内
企
業
で
は
再

エ
ネ
調
達
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

国
内
に
お
い
て
も
、
Ｓ
Ｂ
Ｔ
目
標

を
策
定
し
て
い
る
大
企
業
を
中
心

に
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
す
る
働

き
か
け
が
拡
が
っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｂ

Ｔ
目
標
で
は
、
自
ら
の
事
業
活
動

に
伴
う
排
出
だ
け
で
は
な
く
、
原

材
料
・
部
品
調
達
や
製
品
の
使
用

段
階
も
含
め
た
排
出
量
の
削
減
も

目
標
と
し
て
示
す
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
脱
炭
素
経
営
は
自
社
製
品

の
競
争
力
確
保
・
強
化
に
今
後
ま

す
ま
す
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②　

光
熱
費
・
燃
料
費
の
低
減

　

脱
炭
素
経
営
の
た
め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
多
く
消
費
す
る
非
効
率
な

プ
ロ
セ
ス
や
設
備
の
更
新
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
光

熱
費
・
燃
料
費
を
抑
え
ら
れ
る
。

一
般
的
に
は
費
用
が
嵩
む
と
思
わ

れ
が
ち
な
再
エ
ネ
電
力
の
調
達
に

つ
い
て
も
、
大
き
な
追
加
負
担
な

く
実
施
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

③　

知
名
度
や
認
知
度
の
向
上

　

大
幅
な
排
出
量
削
減
の
達
成
や
、

再
エ
ネ
導
入
を
先
駆
的
に
進
め
た

企
業
は
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
掲
載
や

国
・
自
治
体
か
ら
の
表
彰
等
に
よ

り
、
自
社
の
知
名
度
・
認
知
度
を

上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
省
エ
ネ
対

図表１　温室効果ガス大幅削減の方向性

出所：環境省「温室効果ガス削減中長期ビジョン検討会とりまとめ」（2015年12月）

①エネルギー消費量の削減

① ①②
②

③
②エネルギーの低炭素化

現状のCO2排出量 2050年のCO2排出量

電気 熱

③利用エネルギーの転換

電気 熱

・可能な限りエネルギー需要の削減
・機器のエネルギー効率改善　　等エネルギー消費量

C
O
2排
出
強
度

・ガソリン自動車から電気自動車
・暖房・給湯のヒートポンプ利用　等

・低炭素電源（再生可能エネルギー等）
 の利用拡大

電
気 熱

電
気 熱
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策
に
よ
り
光
熱
費
を
削
減
し
た
こ

と
で
、
利
益
が
出
に
く
い
多
品
種

少
量
生
産
の
製
品
も
生
産
・
拡
販

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
副
次
効
果

と
し
て
顧
客
層
へ
の
浸
透
が
期
待

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

④　

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向

上
や
人
材
獲
得
力
の
強
化

　

社
会
課
題
の
解
決
に
対
し
て
取

組
む
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

社
員
の
共
感
や
信
頼
を
獲
得
す
る

と
と
も
に
、
気
候
変
動
問
題
へ
の

関
心
が
高
い
人
材
か
ら
共
感
・
評

価
さ
れ
、「
こ
の
会
社
で
働
き
た

い
」
と
意
欲
を
持
っ
た
人
材
を
集

め
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

⑤　

資
金
調
達
力
の
向
上

　

融
資
先
の
選
定
基
準
に
お
い
て
、

脱
炭
素
経
営
を
進
め
る
企
業
へ
の

融
資
条
件
を
優
遇
す
る
金
融
機
関

も
増
え
た
。
ま
た
、
排
出
削
減
量

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産

量
ま
た
は
使
用
量
等
に
関
す
る
目

標
の
達
成
状
況
に
応
じ
て
貸
出
金

利
が
変
動
す
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
・
リ
ン
ク
・
ロ
ー
ン
を
取
扱
う

金
融
機
関
も
増
え
て
い
る
。

⑶　

脱
炭
素
化
に
向
け
た
基
本
的

な
考
え
方

　

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
に
取
組
む
こ

と
で
、
事
業
基
盤
の
強
化
や
新
た

な
事
業
機
会
の
創
出
、
企
業
の
持

続
可
能
性
の
強
化
に
繋
が
る
。
脱

炭
素
経
営
に
取
組
む
際
に
は
、
生

産
プ
ロ
セ
ス
や
設
備
を
は
じ
め
と

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
を
根

本
か
ら
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
。

　

２
０
１
５
年
に
公
表
し
た
「
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
中
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
検
討
会
と
り
ま
と
め
」
に
お
い

て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
大
幅
削
減

の
方
向
性
と
し
て
３
点
を
挙
げ
て

い
る
（
前
頁
図
表
１
参
照
）。

①　

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
削
減

例　

高
効
率
の
照
明
・
空
調
・
熱

源
機
器
の
利
用
等

②　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
炭
素
化

例　

太
陽
光
・
風
力
・
バ
イ
オ
マ

ス
等
の
再
エ
ネ
発
電
設
備
の
利

用
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
７
付
き
火
力
発
電

の
利
用
、
太
陽
熱
温
水
器
・
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
利
用
等

③　

利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換

例　

電
気
自
動
車
の
利
用
、暖
房
・

給
湯
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
利
用
等

　

今
後
脱
炭
素
化
を
図
る
に
は
、

ま
ず
長
期
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換

（
③
）
を
検
討
し
、
そ
の
上
で
省

エ
ネ
対
策
（
①
）
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
（
②
）
を
併
せ

て
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
　

金
融
機
関
に
よ
る
脱
炭
素
支

援
の
実
態
と
ア
プ
ロ
ー
チ

⑴　
「
金
融
機
関
に
お
け
る
気
候

変
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
」（
２
０
２
２

年
７
月
、
金
融
庁
）
の
概
要

①　

気
候
変
動
対
応
に
係
る
考
え

方
・
対
話
の
着
眼
点

　

気
候
変
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
顧
客
企
業
・
産
業
の
脱
炭
素

化
に
向
け
た
支
援
と
い
っ
た
金
融

仲
介
機
能
の
発
揮
に
関
す
る
面
と
、

金
融
機
関
自
身
の
リ
ス
ク
管
理
に

関
す
る
面
の
両
面
が
あ
る
。
顧
客

企
業
や
自
ら
の
経
営
に
も
た
ら
す

機
会
（
資
源
効
率
性
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
、
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
市
場
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）及
び
リ
ス
ク（
移

行
リ
ク
ス
、
物
理
的
リ
ス
ク
）
を

フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
に
捉
え
、

戦
略
的
に
対
応
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
戦

略
の
策
定
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
機
会

及
び
リ
ス
ク
の
認
識
と
評
価
、
機

会
及
び
リ
ス
ク
へ
の
対
応
、
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
各
プ
ロ
セ
ス
に
分
け

て
検
討
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。

②　

顧
客
企
業
の
気
候
変
動
対
応

支
援
の
具
体
的
な
進
め
方

ア
．
顧
客
企
業
へ
の
影
響
の
把
握

　

気
候
変
動
に
関
連
す
る
経

済
・
産
業
・
社
会
の
構
造
変
化

が
、
顧
客
企
業
の
事
業
に
与
え

る
影
響
を
把
握
す
る
に
あ
た
り
、

機
会
と
リ
ス
ク
の
両
面
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
（
次
頁
図
表
２
参
照
）。

そ
の
際
、
技
術
的
視
点
、
産
業

的
視
点
、
自
然
環
境
の
変
化
の

視
点
を
持
つ
こ
と
が
有
効
と
し

3
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て
い
る
。

イ
．
顧
客
企
業
へ
の
適
切
な
支
援

策
の
検
討

　

⒜　

課
題
解
決
に
向
け
た
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
提
供

　

顧
客
企
業
が
、
気
候
変
動

か
ら
生
じ
る
既
存
事
業
の
リ

ス
ク
削
減
や
、
他
企
業
等
の

脱
炭
素
化
に
資
す
る
新
た
な

事
業
の
構
築
に
よ
る
収
益
機

会
の
創
出
等
の
課
題
解
決
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

金
融
機
関
に
は
、
事
業
計
画

の
策
定
支
援
や
事
業
改
善
に

向
け
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の

提
供
が
期
待
さ
れ
る
。

　

⒝　

対
応
へ
の
評
価
に
基
づ
く

成
長
資
金
等
の
提
供

　

使
途
特
定
型
の
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
等
、

様
々
な
手
法
が
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
上

辺
だ
け
を
取
り
繕
う
グ
リ
ー

ン
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
と
批
判
さ

れ
る
恐
れ
に
も
留
意
す
る
。

　

な
お
、
経
済
産
業
省
・
環

境
省
・
金
融
庁
は
２
０
２
１

年
５
月
に「
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
に
関
す
る
基
本
指

針
」
を
公
表
し
、
経
済
産
業

省
は
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
具
体
的
な

道
筋
を
示
す
た
め
、
金
融
機

関
が
そ
の
取
組
み
を
評
価
す

る
際
に
活
用
す
る
た
め
の
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
た
の

で
、
参
考
に
さ
れ
た
い
。

　

⒞　

面
的
企
業
支
援
・
関
係
者

間
の
連
携
強
化

　

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中

核
企
業
の
中
に
は
、
企
業
群

全
体
の
気
候
変
動
対
応
を
促

進
・
支
援
し
て
い
く
必
要
に

迫
ら
れ
る
企
業
も
多
い
。
ま

た
、
同
一
地
域
内
に
広
く
関

連
す
る
産
業
・
企
業
等
は
、

気
候
変
動
に
関
連
す
る
共
通

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
場
合

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合

は
、
共
通
の
課
題
を
俯
瞰
的

図表２　気候関連のリスク、機会、および財務への影響

出所：環境省「TCFD提言に沿った気候変動リスク・機会のシナリオ分析実践ガイド（銀行セクター向け）」
（2021年3月）

機会

損益計算書 キャッシュ
フロー計算書 貸借対照表

戦略的計画
リスク管理

財務インパクト

収益

支出

資産・負債

急性

慢性

物理的リスク レジリエンス

評判 市場

市場 製品・サービス

技術 エネルギー源

政策・法規制 資源効率性

移行リスク 機会

資本・資金調達

リスク
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に
検
討
し
、
企
業
群
全
体
へ

の
面
的
支
援
の
実
施
が
有
効

と
考
え
ら
れ
る
。

⑵　

金
融
機
関
に
よ
る
主
な
中
小

企
業
支
援
策

　

中
小
企
業
は
、
リ
ソ
ー
ス
の
不

足
等
に
よ
り
自
力
で
は
脱
炭
素
に

取
組
む
こ
と
が
難
し
い
。
そ
こ
で
、

金
融
機
関
が
積
極
的
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

国
も
、
金
融
機
関
の
人
材
育
成

を
促
す
た
め
に
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

資
格
認
定
制
度
」
を

創
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
、
省
エ

ネ
・
効
率
化
や
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
の
少
な
い

設
備
導
入
に
伴
う
コ

ス
ト
に
つ
い
て
は
、

国
等
が
事
業
者
の
対

象
業
種
や
資
金
の
使

途
に
応
じ
て
、
様
々

な
補
助
事
業
を
整
備

し
て
お
り
、
必
要
に

応
じ
て
最
大
限
の
活

用
を
促
す
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
・
運
営
企
業
を
紹

介
す
る
こ
と
に
よ
る

地
域
に
お
け
る
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を

リ
ー
ド
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

　

中
小
企
業
の
存
在
感
は
地
域
経

済
に
と
っ
て
大
き
く
、
経
営
状
況

に
よ
っ
て
は
地
域
経
済
に
大
き
な

影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。
そ
の
一

方
で
、
中
小
企
業
に
お
い
て
、
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
観
点
か
ら
、

自
力
で
の
脱
炭
素
対
応
に
は
限
界

が
あ
る
。

　

脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
の
潮
流

は
止
め
ら
れ
な
い
。

　

社
会
構
造
の
変
化
は
機
会
と
リ

ス
ク
（
図
表
３
参
照
）
を
も
た
ら

す
が
、
脱
炭
素
対
応
も
同
様
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
中
小
企
業
、
金
融

機
関
の
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
競
争

力
の
源
泉
た
り
得
る
。
金
融
機
関

経
営
者
は
、
自
行
の
戦
略
策
定
の

一
環
と
捉
え
、
中
小
企
業
に
よ
る

脱
炭
素
へ
の
取
組
み
を
促
す
こ
と

は
、
地
域
経
済
に
お
け
る
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
脱
炭
素
の
早
期
実

現
を
促
し
、
ひ
い
て
は
、
自
ら
の

成
長
や
価
値
向
上
に
繋
が
る
と
い

っ
た
意
識
が
重
要
で
あ
る
。

機会
変化への対応　＝　企業の成長

対応の遅れ　＝　事業上のリスク

顧客企業 金融機関

顧客支援

リスク

（金融機関にとって）
・ 収益機会増
・ 信用リスク減

（金融機関にとって）
・ 信用リスク増
・ 融資機会の逸失

図表３　顧客企業と金融機関の機会・リスクの関係

出所：金融庁「金融機関における気候変動への対応についての基本的な考え方」
（2022年7月）

老後資金プランアドバイス講座

　老後において社会保障・生活設計・資産運用は、健康・医療・介護と共に極めて重要です。
本講座は、収入と支出の試算、保険・退職金の活用等アドバイス方法を解説しました。

■金子千春 監修
受講期間：2カ月　10,000 円（税込）／ 3カ月　11,100 円（税込）
テキスト 1　老後資金アドバイスのための基礎知識
テキスト 2　老後資金アドバイスの実践




